
 

 

 

 

 

 

 

 

  糖尿病とは 

糖尿病は、インスリンの分泌が少なくなる「インスリン分泌不全」とインスリンが分泌され 

ていても正常に働かなくなる「インスリン抵抗性」がある。これらによって、高血糖の状態が 

慢性的に続くと、血管の壁が傷つきコレステロールが蓄積する。この蓄積したコレステロール

は血管内にプラークという塊を形成し、動脈の壁が硬くなる動脈硬化を起こす。自覚症状はな

いが身体の中では微細な血管が傷ついてもろくなってゆく。 

    【糖尿病の判定区分】 

                     

 

 

 

 

                           ※「正常高値」「境界型」の場合も、 

専門医療機関の早期受診を 

おすすめします。 

  

  糖尿病合併症 

糖尿病には、「し・め・じ」といわれる、微少血管が障害され引き起こされる「糖尿

病神経症・糖尿病網膜症・糖尿病腎症」の三大合併症と、「え・の・き」といわれる、

動脈硬化が原因で大血管が障害される「壊疽・脳血管疾患・虚血性心疾患」がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像引用：青山レナセルクリニック  糖尿病再生医療ページ  
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予備軍の時から始まっているよ！！ 

 

▶微細な血管の障害によって引き起こされるのが、糖尿病の三大合併症 

し 糖尿病性神経症：高血糖によって神経細胞に酸素・栄養素が不足することで起こる。 

・感覚神経：初めは過敏に感じるようになり、手のしびれ、虫がはうような異常な感覚、ピ 

リピリした痛み、寝ている時に足がつりやすくなるなどがある。 

・運動神経：筋収縮や手足の動かしにくさ、寝ている時に足がつりやすくなる。 

・自律神経：起立性低血糖や発汗異常、便秘・下痢、排尿障害、血糖コントロールの不良、 

勃起障害などの様々な症状が現れる。 

め 糖尿病性網膜症：日本人成人の失明原因の第 2位。糖尿病が原因で視力が低下する病気。 

自覚症状が現れにくく、目の中にある網膜に障害を伴うことで、出血や視力低下といった

症状が段階的に現れる。出血すると視力低下や視野欠損、見え方の異常が起こる。出血を

繰り返すとかさぶたのような膜が張り、網膜剥離を起こすと失明に至る。 

じ 糖尿病性腎症：腎臓の糸球体の毛細血管が  【糖尿病の進行と合併症】 

障害されることで、老廃物をろ過できな   

くなることでむくみが生じたり、進行   

すると透析治療が必要となる病気。 

最初は尿たんぱく質が漏れ出ることが    

みられるが自覚症状はない。さらにたん   

ぱく質の漏れ出る量が多くなってくる 

と、むくみや息切れ、息苦しさ、食欲低  

下、腹部膨満感などの症状がみられる。 

 

 

 

 

 

▶大きな血管の動脈硬化によって引き起こされる合併症 

 え 壊疽：大きな血管の動脈硬化が進み、血行が障害されると組織に酸素や栄養を運ぶことが 

できなくなったり、閉塞性動脈硬化症を引き起こす。これに気づかず処置が遅れると、潰 

瘍や壊疽を起こしやすくなる。 

 の 脳血管疾患：糖尿病では脳梗塞発症が 2～3倍高くなるといわれている。      

 き 虚血性心疾患：糖尿病では 2～6倍高くなるといわれている。狭心症は動脈硬化に 

よって心臓の血管内腔が狭くなったり、血行が悪くなることで、心臓の筋肉が一時的に酸 

欠・栄養不足となることで発症する。心筋梗塞は、動脈硬化により血栓ができることによ 

り心臓の血管が詰まり、血液が心臓の筋肉に届かず、細胞が壊死する状態。 

 

 

 

 

 

 

井上病院附属診療所 健診センター 文責： 管理栄養士 古屋麻起子 

「しめじ」の合併症は、糖尿病になってから何年もかけてゆっくりと進行していくのに 

対し、「えのき」の合併症である脳梗塞や急性心筋梗塞は突然死の原因に。 

糖尿病予備軍の時期から、特に合併症の「えのき」には注意しましょう。 


